
特　別　礼　拝特　別　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（１０月２９日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

行司伝道師
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唯恵伝道師
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　洗礼を受けて 4年が経ちました。
通読もできず、聖書の学びも中途半
端でした。特に旧約聖書が私にとっ
ての大きな壁でしたが、神様は大き
な助け人を送ってくださり、月に 1
度深く学ぶ機会を与えられ、知れば
知るほど聖書のがおもしろくなって
きました。

「 私たちは、信仰により、御霊によっ
て、義をいただく望みを熱心に抱い
ているのです。（ガラ５：５）」

　クリスマスで 5年目になります。
聖書を愛読書として携えて、いよい
よ自分は変わると決意し、ひとつひ
とつをあきらめずに歩みたいと思い
ます。

 詩 137～ 143　水140金142

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土

TESTIMONYTESTIMONY「愛読書へ」
を受けて 4年が経ちまし
できず 聖書の学びも中

「愛読書へ」
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佐々木結心朗 西嵜孝之 藤原柑奈

（１０月１５日）
（要約者：行司　佳世）
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滝元　開師

聖書の脈
福澤師

今回も通読箇所の概要を説明いたします。137 篇はバ
ビロン捕囚から帰還した音楽関係のレビ人の作ではな
いかという推測があります。年代は前 538 年頃です。
故国エルサレムの荒廃の現実を前にバビロン時代を振
り返り、エルサレムでの礼拝の再開と破壊者バビロン
に対する主からの報復を願っている詩篇です。138 篇
は、捕囚からの解放への感謝と主による回復への確信
の歌です。139 篇は神の全知、遍在、全能性を詩的に
表現している歌となっています。140 ～ 143 篇は類
似点が多くなっています。敵の罠にさらされている状
況であり、捕囚帰還後の不安定な状況の中に置かれた
信仰共同体の姿とも受け取れる歌です。141 篇は試練
と誘惑の中で、詩人は罪からの守りを求め、また正し
い叱責を求め、忍耐しつつ敵の滅びを待つ歌です。初
代教会では 63 篇を朝の礼拝に、この詩篇を夕の礼拝
に用いたと言われています。142篇は主に希望を託し、
救いを待ち望むイスラエルの祈りの歌です。143 篇は
7 つの悔い改めの詩篇（6、32、38、51、102、130、
143 篇）の最後です。詩人は苦しみの原因が罪にある
ことを認め、嘆きと悔い改めによって、速やかな赦し
と恵みを昔のように期待し求めている歌です。

滝元　開　牧師
牧　唯恵　伝道師

岩崎祥誉
小根久保伸彦
a淺野恵子

　２日　岡本　絆
　３日　秋田美恵
　６日　加藤優介　
　７日　近藤　楓　　　
　　　　野上裕美子

　９日　河島弘子
１１日　石原奈々絵
１２日　淺野省吾
１４日　高橋未衣
１５日　甲藤裕子

１６日　池田優香
１９日　岩崎優輝
２０日　山本光江
２３日　佐々木結心朗
２５日　西嵜孝之

２６日　藤原柑奈
２９日　日名幹雄
３０日　早瀬敏郎

10 月の誕生者
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牧　三貴子

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

祥　誉ﾌｧﾐﾘｰ

クローチェ
準備：芳　栄ﾌｧﾐﾘｰ

芳　栄ﾌｧﾐﾘｰ
　

　私たちは、教会の家族とのまた、誰かとの一致を図ろうとする時
に、心の中に浮かんでくる「不安と焦り」に対して解決していかな
くてはいけません。神様とともにいる人たちが、平安を得られる理
由はなんでしょう。そもそも平安とはなんでしょう。平安は絶えず
将来に向かっています。将来に対しての目線が安心できるものであ
ることが平安になっているのです。では、安心できる将来に対する
平安とはなんでしょう。それは信じることです。では、なぜ信じる
ことができるのでしょう。それは、神様が将来を必ず良くしてくれ
るという答えを持っているからです。私たちは、自分の将来を神様
が必ず良くしてくださると信じることができているでしょうか。こ
れが出来ていれば、私たちの心に不安と焦りはありません。恐れも
無用です。ところがもし、恐れや不安があるのなら、その信じる心
に対して何か疑いが持たされているのかもしれません。では、この
心の中に疑いがもたらせる理由はなんでしょう。これを今日は考え
て生きたいと思います。

　　　パン種に注意
　
パン種についてイエス様は新約聖書の中で何回もお話されていま
す。パン種とはパンを膨らませるための種です。良い種なら熟成さ
せる…時間をかけて寝かせておくと良いものが出来上がりますが、
その種が悪かったらどうでしょう。私たちの心の中で、世の中の
ちょっとした影響は、その時にはそんなに影響を受けるものではな
かったかもしれません。しかし見えないところで少しずつ私たちの
心を蝕んで恵みを奪い去るものはないですか。この恵みを奪い去る
ために私たちにされていることは何なのかと言うと「自分を失うと
いう大きな恐れ」なのです。悪魔は、私たちが自分を失うように少
しずつ私たちに働きかけてきます。仕事も奉仕も何でも出来ます。
だから、一見なんの影響も受けていないような感じで頑張るのです。
しかし、振り向いてみると何のためにやっていたのか、知らす知ら
ずのうちに自分・目的を失わされているのです。「ガラ 5:1 キリス
トは、自由を得させるために、私たちを解放してくださいました。
ですから、あなたがたは、しっかり立って、またと奴隷のくびきを
負わせられないようにしなさい」とあるように自分が自分でなくな
ると自由でなくなるのです。本当の自分…こうしたい！というもの
があるのに出来ないのですから不自由なのです。だから、本当の自
由を失わないために、少しずつ蝕まれた心を取り戻したいのです。
その取り戻す方法は「すべてをさらけ出して、すべてを委ねて神の
前に出る」です。忙しくなってくると、「何かのために」神の前に
出るのです。役割や仕事の為に神様の前に出ることは、本当の神様
が最初に私たちを創造された時の姿とは異なるのです。(5:5 ～ 9)
役割を果たす為に熱心に走ることが正しいのでしょうか。神様は、
私たちを創造されたときからすでに私たちがどんな存在なのかすべ
てご存知なのです。働きや役割を果たすことで評価をすることは絶
対にないのです。しかし悪魔は巧妙で人が役割を果たすことで評価
させると間違った考えを少しずつ植え付けてきます。神様と一緒に
いることを喜びとしてではなく仕事にしようとしているのです。私
たちが神様の前に来るのは、いろいろなことのためではありません。
神様が大好きだから来ているのです。私が私であるためなのです。

　　　いつも神様の前に
　
今日の大きなテーマはこれです。私たちは何かをしなければいけな
いことはないのです。ただ神様の前に出ることだけは忘れてはいけ
ないのです。仕事をする前、教会で何かする前…何か行動を起こす
前に必ず神の前に出て祈るようにしましょう。そうすると心の葛藤
やモヤモヤはなくなります。そして、もう一つ、恵みの中に生きて
私が私である為に「口を制する」ことが必要です。賛美とのろいが
同じ口からでてくることがあってはいけないのです ( ヤコブ 3:10)。
神と語らう口、コミュニケーションをとる口を神様は人間にだけ与
えられたのです。アダムとイブの原罪以降、「ごめんなさい」「あり
がとう」など、本当に心で思っていることが素直に言葉で表現でき
なくなっています。私たちは、それを止めなくてはいけません。神
様の恵みの中に生きるためには「神様が創造された時の私」でいな
ければいけません。「神様が創造された時の私」でいられなくする
ものは自分が言った言葉によるのです。人によってではありません。
言葉を制し神の前に出ましょう。ダビデはこれを行う為に詩篇を作
り、幕屋を建て、２４時間賛美隊を組んで、いつも神様を賛美して
いました。調子が悪い時、不安な時も詩篇に書かれている（詩 
68:19･20）神を賛美する言葉を口ずさんでいたのです。神様に心
を向けていきましょう。自分が大丈夫な理由は神様から来ています。
悪魔は私たちの将来を見えなくして不安にさせるために過去の記憶
を持ち出して将来を未来にします。将来と未来は違います。未来は
未知です。分からずに来るものです。しかし将来は来るべくしてく
るものです。だから、悪魔は私たちの考え方を「分からない」にし

たいのです。何をしたら良いのかも「分からない」。どう進めばい
いのかも「分からない」。何の為に生きるのかも「分からない」。悪
魔の最大の働きは自分を失わせること「分からない」にすることな
のです。私たちの人生で「分からない」ことなんてありません。神
は将来と希望を与える計画を私に持っています ( エレミヤ
29:10,11)。だからいつも神様を前におき、本当の自分を取り戻し
ましょう。

　　　①本当の自分を失うな
　　　②相手を知る (一致 )　　
　　　③最善な方法で示す
　本当の自分を知ると相手を分かるようになります。でも自分が
分からないと相手に批判的になります。自分が分からないから、比
較をして相手のすることに感情的になるのです。しかし、自分の役
割や働きを理解していれば相手が比較対象にならないので感情的に
相手を批判することはありません。しかし、自分にとって痛いと思っ
ているところ・気になっているところを突かれる時がありますが、
痛いと思うのではなく、ラッキーと思って受け止めましょう。神様
は誰かを使って私たちの痛いと思っているところ・気になっている
ところを治療しようとしてくれているからです。神様は、私たちに
意地悪をしません。どんな人を使っても私たちを真っ直ぐに戻した
いだけなのです。だから、痛いと思っているところ・気になってい
るところを突かれて感情的になってはいけません。これを繰り返し
ていては前に進むことが出来ないのです。そのためにも神様の前に
出て、本当の自分を取り戻しましょう。
　そして、神様の前に出て失っていた自分を取り戻し始めた時、そ
の自分を最善な方法で示されなければいけません。根付いた過去の
習慣を捨てなければいけません。私たちは教会で、統合されていな
い自己を見つけて本当の自分に戻るように古い自分を少しずつ治し
ていくことを進めています。だいぶ本当の自分を取り戻しているの
ですが、そこからの働き方が、やる気など人間的な方法、つまり古
い方法のことがあります。それでは、相手を変えることは出来ませ
ん。最善の方法は「愛」です。イエス様は一番底辺に来て正しいこ
とを愛をもって伝えました。神様の前に出ると、愛をもって伝える
ことが出来るのです。理不尽に遭うこともあるでしょう。しかし、
最大の理不尽にあったのはイエス様です。そのイエス様の前に出て、
言葉に気をつけ、心を整えて、神様の愛を携えてへりくだって最善
の方法で示していきましょう。

　　　ギデオンの精鋭部隊
　
　ギデオンがミデアン人と戦う時、神様は兵が多すぎると兵を選
ばれました。恐れおののいている者を去らせ、水辺に連れて行き、
膝をかがめずに用心深く手で水をすくって飲んだわずか３００人の
精鋭を選ばれたのです。私たちも同様です。私たちの戦いは、生涯
自分の人生に付きまとうものをキチンと見ているか見ていないかな
のです。悪魔は私たちに付け入る隙をハイエナのようにかぎまわっ
ているのです。悪魔がどこにいるか分かっていますか。だから付け
入る隙を与えてはいけないのです。ギデオンの精鋭はたった３００
人でも主がついておられたので主の働きによってミデアン人の大軍
に勝利したのです。私たちも神様の前に出て、本当の自分を見つけ
たら、その本当の自分の姿が奪われないようにしっかり見張りま
しょう。自分の弱点をしっかり見張って悪魔にだまされないように
しましょう。

　　　古いパン種＝過去を捨てる
　(Ⅰコリ 5:4 ～ 8)「～だった」「～された」といつまでも過去に
とらわれていたら、いつまでも悪魔の支配に縛られることになり
ます。この古いパン種で心がいっぱいになってしまうのです。そ
うなると自分の人生がそれですべてのようになってしまうのです。
だから古いパン種＝過去を捨てなければいけません。将来に対す
る権威を持っているのは神様だけです。私たちの将来を満たし、
前進させるのは神様なのです。そのために十字架にかかられたの
です。過去に生きるのか将来に生きるのか決断するのは私たちで
す。将来を決断するものに神は祝福を与えます未来を見るものに
神は働くことが出来ないからです。ぜひ神様を見て神様の前に出
て本当の自分を取り戻していきましょう。

「恵みの中を生きるため」
～あなたを失うな！！パン種に注意。重荷を負われる神～　　　　ガラテヤ５：１～９


